
第３期白河市子ども子育て支援事業
計画ニーズ調査
こどもの生活実態調査
ヤングケアラー実態調査
報告書【概要版】

～子育て家庭とこども・若者の生活状況等調査から見える現状～



対象

保護者 本人

就学前
児童

小学１～
３年生

小学
５年生

中学
２年生 高校生等 小学

５年生
中学

２年生 高校生等 若者
(18～39歳)

配布数
1,500件 500件 453件 505件 500件 453件 505件 500件 1,000件

抽出 抽出 全数 全数 抽出 全数 全数 抽出 抽出

回答数 714件 239件 363件 417件 186件 363件 417件 186件 193件

回答率 47.6％ 47.8％ 80.1％ 82.6％ 37.2％ 80.1％ 82.6％ 37.2％ 19.3％

１．調査概要

(2) 調査期間

1）保護者、小学生～高校生等調査：令和6年3月1日～18日

2）若者調査：令和6年3月15日～27日

(3) 調査対象と回答状況
全配布数：5,916件 全回答数：3,078件 回答率：52.0％

(1)調査の目的

「子ども・子育て支援事業計画」などを含めた「こども計画」策定のため、子育て家庭の生活

状況等、必要となる基礎データの収集を目的として、下記（３）の対象者へアンケート調査を

実施した。

※ 高校生または高校生の年齢に相当するこどものことを「高校生等」と表記する。
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教育を含む子育てを担っているのは

父母ともに……54.5％
主に母親･･…･39.1％

家族構成は

親と子の2世代………………68.9％
祖父母等と親子の3世代･･…26.0％

離婚率は

就学前保護者…………… 4.3％
小学校低学年保護者…… 7.5％
小学5年生保護者………･ 7.4％
中学2年生保護者………14.1％
高校生等保護者………･14.5％

母親の就労状況は

正社員・正規職員等………41.3％
非正規雇用…………･･…･34.2％

働いていないと回答した割合は
就学前保護者…………･23.1％
小学校低学年保護者…･13.4％
小学5年生保護者………10.2％
中学2年生保護者………･ 8.9％
高校生等保護者………… 9.1％

父親の就労状況は

正社員・正規職員等……77.4％
非正規雇用……………･ 4.5％
自営業…………………… 7.1％

２．保護者調査

全国で見る20~59歳の離婚率は、15.3％

働いていない理由の上位は

就学前・小学校低学年
子育てを優先したいため………60.9％
働きたいが希望する条件の仕事がない

……15.7％
小5・中2・高校生等
子育てを優先したいため………46.2％
働きたいが希望する条件の仕事がない

……22.0％

全国の父親育休取得率は、 R4：17.1％ R5：46.5％（速報値）

就学前と小学校低学年の保護者

48.5 

41.0 

12.5 

0.4 

4.3 

9.2 

4.2 

5.0 

27.3 

41.8 

3.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

小学校低学年保護者

取得した 現在取得中である 取得していない、または取得する必要がなかった 取得したかったが取得できなかった 働いていなかった 無回答

こどもが生まれたとき、育児休業を

母親

15.1 

1.7 

0.6 

50.0 

67.4 

21.3 

18.0 

1.5 

0.8 

11.5 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童保護者

小学校低学年保護者

父親

父親の育休取得率：1.7％ → 15.7％（+14％） 母親の育休取得率：41.4％ → 61.0％（+19.6％）
母親の育休を取得できなかった、働いていなかった割合：

46.8％ → 31.5％（▲15.3％）
２



就学前保護者

「こども誰でも通園制度」を

利用したい…51.1％
利用する予定はない…45.9％

理想のこどもの数と予定のこどもの数は

理想は3人、４人以上…45.5％ → その人数を実現している家庭…23.5％

6.9 

0.5 

10.0 

3.3 

37.8 

34.4 

20.4 

38.4 

3.1 

7.1 

21.8 

16.3 

予定

理想

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

※予定の人数が０人との回答について

「予定のこども数は？」という設問の意味が理解されにくく、
これから生む予定の人数を回答したものと思われる。

49.3

41.5
19.1

17.2

12.3

24.8

12.3 子育てや教育にお金が
かかる

金銭的に不可能

仕事ができなくなる

忙しい

妊活できない

その他

無回答

理想のこどもの数と
予定のこどもの数が異なる理由は

白河市で子育てを続けたいと

思う………73.8％
思わない…18.7％
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複数回答
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複数回答

３



３．こども調査

学校生活が

楽しい………･83.3％
楽しくない……10.3％
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10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い

勉
強
が
つ
ま
ら
な
い

友
だ
ち
と
う
ま
く
い
か
な
い

先
生
と
う
ま
く
い
か
な
い

学
校
に
行
く
の
が
面
倒

体
調
が
わ
る
い

い
じ
め
に
あ
っ
た

学
校
以
外
で
他
に
や
り
た
い

こ
と
が
あ
る

お
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が
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他

無
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小学５年生

中学２年生

高校生等

学校生活が楽しくない理由は

6.1% 17.3% 76.6%

困窮家庭 周辺家庭 その他の家庭

学校に行きたくないと思ったことがある割合は

小学5年生………42.1％
中学2年生………51.1％
高校生等……… 35.5％

いじめられたことがある割合は

小学5年生………13.0％
中学2年生………11.7％
高校生等………… 8.6％

いつも過ごしている場所の上位は

1位：家………79.9％
2位：学校……53.9％

ほっとできる場所の上位は

1位：家…………75.9％
2位：親戚の家…32.4％

学校の授業が

わかる………………………………49.1％
教科によってわからないことがある……39.5％
わからない………………………… 6.5％

教科によってわからないことがある……50.8％

困窮家庭にフォーカス

理由として、「家族の世話、家事などがあるから」
と回答した割合は

小学5年生……2.7％（3人）
中学2年生……2.2％（1人）
高校生等…… 0.0％参加していない……42.4％

困窮家庭にフォーカス

地域のスポーツクラブや学校の部活動に

参加している………73.5％
参加していない……22.5％

生活困窮

の状況

（％）
複数回答

① 低所得
② 家計の逼迫
③ こどもの体験や所有物の欠如

2つ以上に該当

１つに該当

該当するものがない
生活状況分類の
３要素

４



朝食、昼食を毎日食べる割合

朝食……………………71.8％ →55.9％
夏・冬休み中の昼食……80.0％ →67.8％

がんばれば、よいことがある

思う…………70.4％
思わない……21.1％

困窮家庭にフォーカス

思わない……35.6％

自分は価値のある人間だ

思う…………54.0％
思わない……36.7％

困窮家庭にフォーカス

思わない……54.3％

映画館に行く
している………57.1％
金銭的な理由でしていない…4.0％ →22.0％

キャンプやBBQに行く
している………35.3％
金銭的な理由でしていない…4.8％ →25.4％

海水浴に行く
している………30.2％
金銭的な理由でしていない…3.1％ →16.9％

遊園地やテーマパークに行く
している………49.6％
金銭的な理由でしていない…6.0％ →28.8％
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小学５年生

中学２年生

高校生等

お世話をすることで、以下の経験をした割合

家族の中にあなたがお世話している人が

いる……… 5.8％（56人）

いない……85.2％困窮家庭にフォーカス

家族との過ごし方

困窮家庭にフォーカス

5.4 64.3 28.6 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない わからない 無回答

自分がヤングケアラーだと

（％）
複数回答

保護者からの期待
お子さんにも
白河市に住んでほしいと

50.2

41.3

42.0

49.5

7.8

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低所得家庭

全体

思う

思わない

無回答

５



４．若者調査

現在の婚姻状況

配偶者あり………53.4％

未婚……………･42.5％

将来、結婚したいと

思う…………68.3％

思わない………･30.5％

何歳までに
結婚したいですか

4%

14%

20%

12%

50%

２５歳まで

２９歳まで

３４歳まで

３５歳以上

わからない

結婚していない理由は

1.2 

2.4 

6.1 

9.8 

9.8 

12.2 

13.4 

13.4 

14.6 

18.3 

19.5 

20.7 

23.2 

24.4 

28.0 

28.0 

31.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

家族の介護がある

結婚制度にしばられたくない

仕事と育児を両立させる自信…

異性とうまく付き合えない

仕事や学業に打ち込みたい

まだ必要性を感じない

趣味や娯楽を楽しみたい

経済的に余裕がない

自由さや気楽さを失いたくない

3.7 

4.9 

7.3 

8.5 

13.4 

14.6 

15.9 

20.7 

28.0 

45.1 

50.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

その他

学生を対象に結婚を含めた将来を考えるセミナーの開催

結婚相談窓口の設置

企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかける

行政の支援は特に必要ない

企業等の雇用主に労働時間短縮を働きかける

男女共に家事・育児への参加を促すための取組や啓発

男女の出会いイベントの実施

企業等の雇用主に男女が育休を取りやすい環境を働きかける

新生活に係る費用の助成（引っ越しや家電購入等）

結婚祝い金など結婚費用の支援

行政が行う結婚支援策として
必要だと思うものは

自由さや気楽さを失いたくない

異性と知り合う（出会う）機会がない

経済的に余裕がない

理想的な相手に巡り合わない

趣味や娯楽を楽しみたい

まだ若すぎる

まだ必要性を感じない

結婚願望がない・したくない

仕事や学業に打ち込みたい

安定した仕事についていない

異性とうまく付き合えない

気持ちに余裕がない

仕事と育児を両立させる自信がない

仕事と結婚生活を両立させる自信がない

結婚制度にしばられたくない

その他

家族の介護がある

結婚祝い金など結婚費用の支援

新生活に係る費用の助成
（引っ越しや家電購入等）

企業等の雇用主に男女が育休を
取りやすい環境を働きかける

男女の出会いイベントの実施

男女共に家事・育児への参加を
促すための取組や啓発

企業等の雇用主に労働時間短縮を
働きかける

行政の支援は特に必要ない

企業等の雇用主に正規職員の雇用を
働きかける

結婚相談窓口の設置

学生を対象に結婚を含めた将来を考える
セミナーの開催

その他

複数回答（％）

複数回答（％）

13% 13% 50% 13% 13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

120～175万円未満

210～245万円未満

275～300万円未満

345～365万円未満

385～400万円未満

25%

38%13%

25%
20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

未婚と回答した人のうち、
単身世帯で、生計を自分自身で支えていると回答した人の年齢と所得分布

年齢 所得

６



あなた自身について、どれくらいあてはまりますか

26.9 

45.6 

69.0 

91.2 

91.7 

72.0 

53.9 

29.5 

8.3 

7.7 

1.0 

0.5 

1.6 

0.5 

0.5 

0% 50% 100%

自分は役に立たないと強く感じる

自分自身に満足している

自分の将来に希望を持っている

自分が幸せだと思う

自分の親（保護者）から愛されている

『あてはまる』 『あてはまらない』 無回答

自分の親(保護者)から愛されている

自分が幸せだと思う

自分の将来に希望を持っている

自分自身に満足している

自分は役に立たないと強く感じる

今までに、社会生活や日常生活を
円滑に送れなかった経験が

女性

その他

改善したきっかけは

家族や親せきの助け……52.4％
友人の助け……………･36.2％

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

電話やメールなどで相談できる

曜日・時間帯を気にせずに相談できる

相手がカウンセラー等心理学の専門家である

無料で相談できる

匿名で（自分が誰かを知られずに）相談できる

相手が同じ悩みを持っている（いた）

家族や友人以外に相談するとすれば、どのような人や場所なら相談したいですか

複数回答（％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネット空間

地域(図書館や公民館、公園など)

職場(過去の職場を含む)

学校(卒業した学校を含む)

家庭(実家や親族の家を含む)

自分の部屋

『そう思う』 『そう思わない』 あてはまるものはない、わからない 無回答

今のあなたにとって、次の場所は
居場所（ほっとできる場所、
居心地の良い場所など）になっていますか

普段、自宅にいるときに時間を使っているのは

インターネット……69.9％ 介護・看護……0.5％
家事……………61.7％ 新聞を読む……2.1％

上

位

0% 50% 100%

35歳～39歳

30歳～34歳

25歳～29歳

20歳～24歳

18歳～19歳

『ある』 『ない』 わからない、答えられない 無回答

下

位

男性

0% 50% 100%

その他

相手が同世代……20.2％ 相手が同性……14.1％
相手が医師………10.4％ 公的な支援機関… 7.3％
自宅から近い…6.2％ 民間の支援団体… 4.1％
自宅に来てくれる…1.0％

だれにも相談したくない…7.8％

0% 50% 100%

30歳～34歳

20歳～24歳

７



白河市

©しらかわん


